
 

 

 

 

 

★道徳教育の充実を目指して～思いやりの心を育てるために～★ 
 「人を笑顔にする算数。思いやり算」を知っていますか。思いやり算とは、2013 年に AC ジ

ャパンのコマーシャルで紹介されたもので、どんな計算（言動）をしても相手の気持ちがプラス

＝笑顔になるように考え行動することを例えた言葉です。私はこの内容を子どもたちにも伝えた

いと思い、令和６年７月のオンライン全校集会で子どもたちに話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校では、道徳教育を推進するために、全校集会での校長の話の他に、各学年の掲示板に「心

のコーナー」を設置しています。クラス内の道徳科の授業だけにとどまらず、学年や学校にも学

習した内容を広められるように工夫しています。（授業参観時にぜひご覧ください）また、教員の

道徳科の授業の力量を向上させるために、授業研究等を通して教員研修を充実させています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家庭教育懇談会にぜひご参加ください】 

この思いやりの心は普段の学校生活だけでなく、SNS においても重要であると考えています。

SNS では表情や思いが見えにくく何気ない一言が相手を深く傷つけることがあります。画面の向

こうには心をもった相手がいるという想像力を育むことこそ、今求められていることではないで

しょうか。６月２３日（火）育友会主催 家庭教育懇談会では、

倉知 桂子先生を講師に迎えて、「デジタル社会をより良く生き抜

くために 保護者が知っておくべきこと～我が子を被害者・加害

者にさせないために～」をテーマに懇談会を開催します。保護者

の立場でできることを考えるきっかけになればと思います。（当

日直接参加も OK です）学校では引き続き「デジタルシティズン

シップ教育」を進めていくことと思いやりの心を育てる教育に取

り組んでいきます。 

Let’s fly tomorrow 

 

真剣に学ぶ子 心の美しい子 健康でたくましい子 

衣丘小だより１０号 令和８年６月１７日 

日 

実のなる 

学校 

＋（たす）は「たす」ける 

一人の力は小さくても、友達と協力し合うことで、より大きな力を発揮することができる。 

−（ひく）は「ひき」うける 

人が嫌がることや面倒なことを引き受けることで、お互いに喜び合える関係が作れる。 

×（かける）は声を「かける」 

挨拶を含め、優しい言葉や励ましの言葉をかけることで、お互いの心が一つになる。 

÷（わる）は「わけ」あう 

友達と喜びや悲しみを分かち合うことで、相手の心は和んで笑顔が返る。 

おもいやり算は、人を笑顔にする算数です。 

【１年生 心のコーナー】 【６年生 心のコーナー】 

【はるみ学級児童作品】 


